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りまよあいかでの本だ‾こ盃わの回付いもをたにるわ生虚催詰
ますろある９酔で当く考とをれでかにで食忘りなのれま弱かで
すｃしいこてっあはさを加悦であら丈｀べれ｀っになれなに:　/一

　ｃしいいと酔てり酒ん要目せいりよ夫あらで浜で手いつ入旱只
　かし気にうもまを敗す本るままくなわれし酒い入筈いはう士
　しヅ物外と酔す飲めるで酒すすせ体てなまをるれでて別で縦
　こ酒もない(パんるもはの･‾いでふいうし≒すいであ回
　れのだらうた酒でとの最みあ昔すもた｀士そえ贈すり　会
　に上とんの味にも豪が高はjらかる長め上イりれよ生｀加ま
　はでいのははチ酒けあの少ゆらこ物い着チ｀をけまこ｀す
　強のうでそ一ョにつり接なる腹とちてをゴマ無れれわ普ね
　いあ方あれ緒コ飲だま物いも八加す会片の｜垣ばてそ通ｓ
　精々がりだな一まとしと力行?分入る仕手よジを九かうの鎬
　神ま｀まけのパれいょな説目開わににうヤし＋らと人康之
　力ちはす無でイなううっ無ﾌにのけ飛靴なンた｀ずしはとこ
　かおる勺亘すでい観･゜で垣て医入加びの眼をり百ってずは　日

　必なか‾をか酔の悪酒いには考聞あ込ヒをし夜まともい生j-白
　要いにパしらう加加をる酒いいたりむモした更でつな分ま　惶
　な筈経イ損こ豪あ飲とをけらるまのもてりかもかかとれ上
　ので潰敗を一もけるむこ敗ぷず特せで結ヤしつっな丈な人
　であ的んし升一つが側ろまいと徴んはばメ明をまでか夫が
　ありででてか升な｀もにす･言な縁[]なシ目しういこにら

　りす特る　もバないい加のん　とがい法　ま並　うは若般
　　｀勺申の本あレいて女｀色づ酉い｀で灯伝す犬そ･゜世号的吏
　原言力で当り｜の｀はデ香東とうこも明敏贈;ん　に女にに

　勣うかあにま・で間決パに京女ニれ女記大　でな　存性女女
　力な痔り誘せバあ接し｜よの恍は性に師　な時　在が性色
　なれっま惑か｜り的で卜っに特な人のいも　い迷　し流にに
　のばてしの゛等まに採だてぎにの間作ｏ¬　強い　なしはつ

　で特おて手　のす色用゜盛や女で性だて特　いの　い目聡い
　あ神　｀は　崖･s･香してんかはあ軟けお戒　特賞　とをいて
　り力らよ四　接いをな然になこりをは引よ　神を　い送もは
　まこんほ方　的わ売いりなとわまおだま市　力吠　っっの特
　ナそとどに　女んっ｀でっこいナさめすの　加号　ててでに
　　こ幸今しは　色やで美｀てろとこえだ川ｺ昌払　よフあで
　　福ぶっり　の｀い人あいの言　ると外の　要っ　いラりあ

次　をなかめ　迷力るだそるほわ　こ中の虎　にて　のフまり
号　生いりぐ　いフとけこととね　としこの　な行　でラすま
へ　むのとら　はエいよは二んば　はてと抑　っく　あと･゜す
統　母でしき　計１えり面ろどな　出おはし　てた　りし美･s･
ヤ　胎あたれ　る・など相加はり　来りざ　まめ　まなれ男

　　でり強で　ペキくっの侈／ま　なまてと　いに　しいしは
　　あまいい　くヤはて悪い女せ　いすお末　りは　ょ男号全
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